
2003 1972 1968

魅
惑
の
街 

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」が
帰
路
の
途
中
、
和
歌
山
県
紀

州
沖
で
台
風
に
遭
い
、
座
礁
、
沈
没
し
ま
し
た
。

大
島
村(

現
在
の
串
本
町)

の
村
民
が
嵐
の
中
、
命

懸
け
で
切
り
立
っ
た
崖
を
下
り
、
乗
船
し
て
い
た

656
人
の
う
ち
69
人
を
救
出
、
手
厚
く
看
護
し
ま
し

た
。
ト
ル
コ
の
人
々
は
、
こ
の
時
の
大
島
村
民
の

献
身
的
な
看
護
と
亡
く
な
っ
た
乗
組
員
を
丁
重
に

弔
っ
た
行
為
を「
海
の
恩
」と
し
て
そ
の
後
も
忘
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
お
よ
そ
100
年
後
の
１
９
８
５
年
３

月
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
イ
ラ
ン
の
テ
ヘ
ラ

ン
空
港
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
215
人
を
ト
ル
コ

政
府
は
、
自
国
民
の
救
出
に
優
先
し
、
撃
墜
さ
れ

る
危
険
が
あ
る
中
、
ト
ル
コ
航
空
の
救
援
機
を
２

機
派
遣
し
て
、
全
員
を
無
事
救
出
し
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
一
番
機
の
機
長
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

市
出
身
の
オ
ル
ハ
ン
・
ス
ヨ
ル
ジ
ュ
氏
で
し
た
。

　
２
０
１
４
年
４
月
、
下
関
市
は
、
こ
の
救
出
劇

で
の
同
氏
の
功
績
を
た
た
え
、
火
の
山
公
園
ト
ル

コ
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園
を「
オ
ル
ハ
ン
・
ス
ヨ
ル

ジ
ュ
記
念
園
」と
命

名
し
ま
し
た
。
ト
ル

コ
の「
空
の
恩
」が
刻

ま
れ
た
公
園
と
な
っ

た
の
で
す
。 

　
日
本
と
ト
ル
コ
の
130
年
以
上
に
わ
た
る
友
好

の
歴
史
は
１
８
９
０
年
の
ト
ル
コ
軍
艦
の
遭
難

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
の
オ
ス
マ
ン
帝
国

皇
帝
が
明
治
天
皇
へ
の
親
書
を
届
け
る
た
め
に
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
か
ら
日
本
へ
派
遣
し
た「
エ
ル

「
空
の
恩
」が
刻
ま
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
園 

海
峡
が
つ
な
ぐ
交
流

　
１
９
６
８
年
11
月
、
当
時
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
長
か
ら

在
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
日
本
国
領
事
館
に
、
日
本
の
都
市
と
の

姉
妹
都
市
連
携
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
海
峡
の
街
で

あ
る
こ
と
や
都
市
の
機
能
・
性
格
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、

下
関
市
が
候
補
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
絵

画
の
交
換
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
に
あ
る
日
本
公
園
に
桜
の

苗
木
を
贈
呈
す
る
な
ど
交
流
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

1972年5月16日、これまで
の交流を通じて両市で姉妹
都市締結の機運が高まり、
盟約が締結されました。

イスタンブール市からの要
請に基づき、姉妹都市締結
30周年を機に、本市の技術
協力で日本庭園が建設され
ました。 

Episode 

02    
バルタリマヌ日本庭園
友情の絆として開園

Episode 

01    
姉妹都市の盟約
調印式

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
挟

ん
で
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
２
つ
の
大
陸
に
ま
た
が

る
ト
ル
コ
最
大
の
都
市
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
。
幾

多
の
帝
国
が
都
を
置
き
、

古
く
か
ら
東
西
文
明
の
十

字
路
と
し
て
栄
え
て
き
た

こ
の
街
に
は
、
そ
の
悠
久

の
歴
史
を
物
語
る
よ
う
に

ト
プ
カ
プ
宮
殿
や
ブ
ル
ー

モ
ス
ク
な
ど
多
く
の
歴
史
的
建
造
物
が
点
在
し

ま
す
。
旧
市
街
地
区
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
魅
了

し
て
い
ま
す
。

▲国際交流のあゆみ

50 th  
Anniversary
Sister City
Agreement 

下
関
市
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市

姉
妹
都
市
締
結
50
周
年

国
際
課　

☎
231-

９
６
５
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イ ス タ ン ブ ー ル 市 か ら
チューリップの球根５万球
が贈呈され、火の山公園の
山麓斜面を整備しました。
美しい桜とチューリップが
咲き誇る公園は、海峡の春
の風物詩となっています。

火の山公園トルコ・チュー
リップ園を「オルハン・スヨ
ルジュ記念園」と命名。毎年、
市民ボランティアの協力に
より、ボスポラス海峡をイ
メージしたデザインで球根
の植え付けが行われています。

2015年に実施した「バルタ
リマヌ日本庭園」の大改修
の答礼として、イスタン
ブール市長が来関。
トプバシュ市長に下関市国
際親善名誉市民賞が授与さ
れました。

両市の友好交流に貢献した
として、トプバシュ市長から
前田市長に名誉市民証を授
与。前田市長は「これまで45
年間培ってきた先人の友情
の積み重ねであり、市民と
共有したい」と感謝しました。

Episode 

06    
下関市長として初
名誉市民証を授与

バ
ル
タ
リ
マ
ヌ
日
本
庭
園
に
見
る

　
　
　
　
　
下
関
市
と
の
友
情
の
絆

　
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
を
臨
む
風
光
明
媚
な
地
に
位

置
す
る
こ
の
庭
園
は
、
日
本
庭
園
の
特
徴
で
あ
る

正
門
や
茶
室
、
滝
、
池
、
東
屋
な
ど
が
配
置
さ
れ

て
お
り
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

プレート
下関市の風景とと
もに、両市の永遠
の絆の証として寄
贈されました。

 I N T E R V I E W
現地のトルコ人に、塀の造り方や道具の
使い方などを実際に見せ、日本の造園技
術を教えました。言語は違えど、彼らは
本当に一生懸命学んでくれました。苦労
もありましたが、彼らと一緒にバルタリ
マヌ日本庭園を造った経験は「私の宝」

下関造園クラブ

理事長 森 和義 さん

0101
0202

ボアジチ大学	× 下関市立大学

プロ弦楽奏者 × 高校生

市内銀行による留学生招へい事業を
きっかけに、2009年には両大学間
で「学術協力に関する相互理解の覚
書」が締結され、これまで延べ21人
が留学しました。

日本・トルコ国交樹立90周年にあた
る2014年、弦楽四重奏のボルサン・
クァルテットが来関。市民向けの公
演や下関中等教育学校での音楽交
流などを行いました。

正門
長府庭園の長屋
門 をイメー ジし
て、設計・設置され
ています。

T O P I CT O P I C

T O P I CT O P I C

滝
滝の石組みは、下
関市から派遣され
た技術者と現地ス
タッフが力を合わ
せ積み上げました。

茶室・陽
ようげつあん

月庵
茶室は、両国の国
旗を象徴する「太
陽」と「月」から「陽
月庵」と命名され
ています。

Episode 

05    
イスタンブール市長
ら訪問団来関

Episode 

04    
「オルハン・スヨル
ジュ記念園」命名

Episode 

03   
トルコチューリップ園
開園記念式典

です。現在も、彼らや下関
に留学したトルコの子たち
と交流を続けていますよ。

3	 市報しものせき　令和４年　６月号

念
　
校


